
筑波大学山岳科学センター共同利用規程 

 

平成３０年４月１日制定 

 

  （趣旨） 

第１条 この規程は、筑波大学山岳科学センター（以下「ＭＳＣ」という。）の施設（菅平高験所、 

筑波実験林、八ヶ岳・川上演習林および井川演習林）の有効活用と共同利用の推進により大学間連 

携の一層の強化を図り、大学教育の充実に特に資することを目的とし、共同利用の実施に関する必要 

な事項を定める。 

  

（定義） 

第２条 この規程において「共同利用」とは、他大学、教育研究機関等が教育課程上の実習等を行うた 

 め、ＭＳＣを利用することをいう。 

 

（共同利用の範囲） 

第３条 共同利用を行うことのできる組織は、他大学、教育研究機関等に在籍する学生又は大学院生 

（以下「学生等」という。）の所属する学部、研究科等とする。 

 

  （共同利用運営委員会） 

第４条 共同利用の実施に関する重要事項を審議するため、ＭＳＣに共同利用運営委員会（以下「委 

員会」という。）を置く。 

２ 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

  （公募） 

第５条 委員会は、適切な時期に次年度の共同利用について公募を行う。 

２ 共同利用を行う組織は、前項に定める公募に応募し、委員会の承認を得なければならない。 

 

（共同利用の実施） 

第６条 ＭＳＣは、原則として共同利用に参加する学生等に対し教育を行う。 

２ 共同利用を行う組織は、ＭＳＣとともに、共同利用に参加する学生等に対し、教育を行うこと 

ができる。 

 

（評価委員会） 

第７条 共同利用の実施に対する外部評価を実施するため、ＭＳＣに共同利用拠点評価委員会（以下 

  「評価委員会」という。）を置く。 

２ 評価委員会の組織及び運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

  （事務） 

第８条 共同利用に関する事務は、ＭＳＣ事務係において処理する。 

 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、共同利用に関し必要な事項は、別に定める。 

  

 

  附則 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 


